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平
成
２４
年
度
三
木
市
内
の
中
学
校
各

運
動
ク
ラ
ブ
が
力
を
競
う
「総
合
体
育
大

会
」が
、
市
内
の
中
学
校
を
会
場
と
し
て
、

６
月
３０
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
。
部
が
市

内
で
二
つ
し
か
な
い
剣
道
は
，
三
木
中
、
自

由
が
丘
中
が
互
い
に
ラ
イ
バ
ル
意
識
を

持
っ
て
相
争
う
。 

 

 

個
人
戦
は
、
男
子
３０
名
、
女
子
３
名
が

エ
ン
ト
リ
ー
、
中
に
は
部
の
な
い
三
木
東 

中
、
星
陽
中
の
生
徒
も
混
じ
っ
て
い
る
。
試 

合
の
機
会
が
少
な
い
選
手
た
ち
に
少
し
で 

も
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
よ
う
と
、
個

人
戦
は
、
グ
ル
ー
プ
総
当
た
り
の
リ
ー
グ

戦
、
後
上
位
３
人
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
出
で
き
る
。 

 

入
賞
者
以
下
の
通
り 

 
★
男
子
個
人 

 
 
 

１
位 
低
田 

 

健
（自
由
） 

 
 
 

２
位 
亀
園
大
輝
（自
由
） 

 
 
 

３
位 

今
福
太
一
（自
由
） 

 
 
 

３
位 

樋
口 

 
諒
（自
由
） 

 
 

       

★
女
子
個
人 

 
 

１
位 

内
村
友
美
（自
由
） 

 
 

２
位 

岸
本
彗
佳
（三
木
） 

 

団
体
戦
は
、
自
由
中
が
３
―
１
で
三
木

中
チ
ー
ム
を
破
り
、
昨
年
度
の
雪
辱
を
果

た
し
た
。 

 

審
判
員
と
し
て
、
三
木
市
剣
道
連
盟
よ

り
小
椋
治
朗
指
導
部
長
以
下
１９
名
が
参

加
し
た
。 

 

No.１５９ 

７．８月号 

三木市剣道連盟 

広 報 部 

２０１２（平成２４）年 

８月２９日（金） 

発  行 

○三木市中学総体剣道

の部結果   (１面) 

○高齢者剣道の集い・

ゴールデンエイジ・プ

ロジェクト・昇段者紹

介    (２・３面) 

○第25回兵庫県警察少

年剣道大会結果(３面) 

○青野原駐屯地司令杯

剣道大会結果 (４面) 

○基本技講習会・長野

旗争奪剣道優勝大会結

果      (５面) 

○緑が丘スポーツ少年

団剣道クラブ夏合宿報

告・月々の便り 

(６・7面） 
○三木市剣道連盟年間

行事予定   (８面) 
 

◎本紙は三木市剣連ＨＰ

（http://mikikenren

2011.web.fc2.com/）
でもご覧になれます。 

ＰＤＦでカラー印刷できます。 

三三木木市市中中学学校校総総合合体体育育大大会会（（剣剣道道のの部部））  

自自由由がが丘丘中中がが代代表表奪奪還還  

ＨＨ２２４４・・６６・・３３００  於於三三木木中中学学校校体体育育館館  

参加した市内中学生の選手 

熱戦の模様 

山城三木中学校長から表彰される優

勝した自由が丘中の選手たち 
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７
月
１
日
（日
）、
発
起
人
井
上
精
一
、

阿
部
春
治
両
氏
の
呼
び
か
け
で
行
わ
れ

た
表
記
の
稽
古
会
に
、
三
木
市
か
ら
高

橋
洋
三
会
長
、
森
下
哲
次
副
会
長
が
他

の
２６
名
に
交
じ
っ
て
参
加
し
、
雨
の
中
稽

古
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
会
は
、
６５
歳
以

上
の
男
子
、
５０
歳
以
上
の
女
子
が
参
加

資
格
で
、
段
位
は
制
限
し
な
い
。
仮
称

「高
齢
者
剣
道
同
好
会
」の
（案
）に
よ
る

と
、
「私
た
ち
高
齢
者
は
、
残
さ
れ
た
人

生
を
有
意
義
に
暮
ら
す
た
め
、
剣
道
を

通
じ
て
楽
し
い
輪
を
作
り
、
人
格
と
技

術
を
磨
き
、
い
た
わ
り
助
け
合
い
な
が

ら
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
も
の
と

す
る
。
」と
、
会
の
目
的
を
掲
げ
て
い
る
。

当
日
は
生
憎
の
雨
だ
っ
た
が
、
県
下
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
高
齢
者
剣
士
２６
名
、
皆

元
気
で
午
前
１０
時
か
ら
先
ず
形
稽
古

を
３０
分
、
そ
の
後
た
だ
ち
に
面
を
被
り

適
宜
相
手
を
選
ん
で
、
思
い
思
い
の
ペ
ー

ス
で
稽
古
を
し
た
。
最
高
齢
は
８５
歳
の

教
士
七
段
井
上
精
一
先
生
・磯
崎
昭
朗

先
生
。
８２
歳
の
西
脇
の
中
根
由
正
先
生

も
元
立
ち
に
立
た
れ
た
。
参
加
者
の
ほ

と
ん
ど
が
教
士
七
段
、
そ
れ
だ
け
稽
古

も
充
実
し
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
元

気
ぶ
り
だ
っ
た
。
昼
食
を
は
さ
ん
で
稽
古

会
は
３
時
半
ま
で
あ
り
、
会
員
は
た
っ
ぷ

り
汗
を
か
い
た
。
あ
と
、
こ
の
会
を
年
４

回
も
つ
こ
と
や
、
周
り
も
ち
の
会
場
を
、

当
分
、
会
が
定
着
す
る
ま
で
「印
南
剣
道

場
」に
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
、
懇
親
会

に
入
っ
た
。 

             

 

（
一
財
）
兵
庫
県
剣
道
連
盟
主
催
の

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
東
播
地
区
講
習
会
が
、
平
成

24
年
７
月
21
日
（
10
時
～
16
時
）

に
加
古
川
市
立
武
道
館
剣
道
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
三
木
市
か
ら
は
日
高
・
福

田
（
中
央
）
、
越
智
・
生
友
（
別
所
）

の
４
名
の
小
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
が
、

全
体
で
は
、
小
学
生
44
名
と
そ
の
指

導
者
二
十
数
名
（
三
木
＝
大
柴
・
越
智

先
生
）
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
、
池
田
専
務
理
事
（
教
士

八
段
：
元
三
木
北
高
校
剣
道
部
顧
問
）

に
よ
る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
経
緯
の
説
明
な
ど
を
含

め
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
の
講
師
は
浦
先
生
（
教
士
八
段
）
、

講
師
補
助
に
平
野
先
生
（
教
士
七
段
） 

が
当
た
ら
れ
、
懇
切
丁
寧
な
指
導
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

浦
先
生
に
よ
る
講
話
は
、
剣
道
理
念

「
剣
道
は
剣
の
理
法
の
修
練
に
よ
る
人

間
形
成
の
道
で
あ
る
」
の
説
明
が
小
学

生
に
も
解
り
や
す
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
「
『
剣
』
と
は
日
本
刀
の
こ

と
で
、
『
理
法
』
と
は
、
刀
法
、
身
法
、

心
法
の
３
つ
あ
り
、
こ
れ
が
揃
っ
て
の

有
効
打
突
に
な
る
。
従
っ
て
、
ど
れ
が

欠
け
て
も
一
本
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、

剣
道
を
一
生
懸
命
行
う
こ
と
が
人
と
人

の
繋
が
り
が
で
き
、
互
い
に
信
じ
、
思

い
や
る
心
が
人
間
形
成
に
繋
が
る
」
と

説
明
さ
れ
、
「
剣
道
は
平
安
時
代
か
ら

伝
わ
っ
て
お
り
、
日
本
の
伝
統
文
化
で

あ
る
。
次
世
代
を
担
う
君
た
ち
が
、
こ

の
こ
と
を
正
し
く
伝
承
し
て
い
く
こ
と

が
君
た
ち
の
使
命
で
、
将
来
に
は
、
君

た
ち
が
こ
の
講
師
の
立
場
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
さ
れ
た
。 

講
話
終
了
後
は
、
基
本
動
作
で
あ
る
、

足
さ
ば
き
、
素
振
り
（
八
方
向
の
運
び
）

を
行
っ
た
後
、
「
木
刀
に
よ
る
剣
道
基

本
技
稽
古
法
」
に
入
り
ま
し
た
が
、
立

会
前
後
の
礼
法
（
礼
の
仕
方
、
左
座
右

起
）
か
ら
始
ま
り
、
（
３
面
へ
） 

 

ゴゴ
ーー
ルル
デデ
ンン
エエ
イイ
ジジ
・・ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
にに  

小小
学学
生生
４４
名名
がが
参参
加加 

昇昇
段段
おお
めめ
でで
とと
うう
！！  

市市
内内
各各
学学
校校
・・教教
室室
のの
昇昇
段段
者者  

【【剣剣
道道
初初
段段
合合
格格
】】  

自自
由由
がが
丘丘
中中  

今今
福福
太太
一一
、、
岡岡
本本
愰愰
平平  

  

内内
村村
友友
美美  

三三
木木
北北
高高  

  

吉吉
見見  

陸陸
、、
田田
正正
司司
祐祐
奈奈  

【【剣剣
道道
２２
段段
合合
格格
】】  

自自
由由
がが
丘丘
中中  

低低
田田  

健健
、、
横横
山山  

数数  

亀亀
園園
大大
輝輝  

一一
般般
会会
員員  

  

中中
本本
敏敏
大大  

【【剣剣
道道
３３
段段
合合
格格
】】  

三三
木木
北北
高高  

吉吉
田田
周周
平平
、、
戸戸
田田
椋椋
太太 

一一
般般
会会
員員  

竹竹
内内
恒恒
男男  

吉吉
見見
昌昌
宏宏  

 

（平
成
２４
年
７
月
３１
日
現
在 

敬
称
略
） 

 

「「第第
１１
回回
高高
齢齢
者者
剣剣
道道
のの
集集
いい
」」にに
参参
加加  

 
三
木
市
か
ら
高
橋
会
長
、
森
下
副
会
長 



 
 

3 
（
２
面
か
ら
）
時
々
に
姿
勢
、
構
え
、

目
付
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
各
地

区
の
小
学
生
も
よ
く
鍛
え
ら
れ
て
お
り
、

比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、
講
師
か

ら
は
お
褒
め
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

午
後
か
ら
は
、
防
具
を
着
け
て
基
本

動
作
（
対
人
動
作
）
の
稽
古
、
特
に
、

「
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
」

の
一
本
目
（
面
・
小
手
）
、
二
本
目
を

防
具
着
け
て
稽
古
。
そ
の
後
、
各
地
区

の
指
導
者
へ
の
打
ち
込
み
稽
古
が
あ
っ

た
が
、
誰
も
休
む
者
が
な
く
、
最
後
ま

で
元
気
に
稽
古
し
て
い
ま
し
た
。
三
木

市
か
ら
参
加
し
た
４
名
に
つ
い
て
も
元

気
よ
く
稽
古
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。 

最
後
は
、
各
先
生
と
各
地
区
の
指
導

者
同
士
に
よ
る
合
同
稽
古
が
あ
り
、
小

学
生
は
見
取
り
稽
古
で
し
た
。
各
地
区

の
指
導
者
へ
は
「
子
ど
も
た
ち
が
見
て

い
る
の
で
、
模
範
を
示
す
よ
う
に
」
と
、

子
ど
も
た
ち
へ
は
「
見
取
り
稽
古
も
大

切
な
こ
と
、
先
生
方
の
稽
古
を
良
く
み

て
お
く
よ
う
に
」
と
の
浦
講
師
か
ら
檄

が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。 

（
報
告 

大
柴
） 

 

昨
年
中
止
さ
れ
た
本
大
会
「
第
25

回
兵
庫
県
警
察
少
年
柔
道
・
剣
道
大
会
」

が
、
８
月
３
日
（
金
）
午
前
10
時
か

ら
明
石
中
央
体
育
会
館
を
会
場
に
行
わ

れ
、
剣
道
の
部
は
各
警
察
署
対
抗
、
県

下
42
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
優
勝
が
争
わ

れ
ま
し
た
。 

 

三
木
署
チ
ー
ム
は
、
吉
川
の
藤
田
均

監
督
の
下
、
自
由
が
丘
・
吉
川
の
選
手

を
中
心
に
チ
ー
ム
を
組
み
ま
し
た
。 

 
 《
メ
ン
バ
ー 

以
下
の
通
り
》 

 

先
鋒 

森
本
一
成 

 

次
鋒 

林 

大
稀 

 

中
堅 

岡
坂 

蓮 

 

副
将 

浅
井
優
輔 

 

大
将 

岡
坂
和
奏 

 

控
え 

中
井
海
夏
人
、 

橋
間
祐
生 

 

予
選
リ
ー
グ
戦
で
は
、
豊
岡
北
署
と

戦
い
、
５
―
０
（
丹
波
市
棄
権
の
た
め

実
質
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
）
で
一
蹴
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
決
め
ま
し
た
。 

 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
先
ず
篠

山
署
と
戦
い
、
前
半
の
劣
勢
を
中
盤
後

半
で
盛
り
返
し
３
―
２
で
勝
利
、
続
く
、

た
つ
の
署
と
も
３
―
１
で
競
り
勝
ち
、

準
決
勝
戦
へ
。 

 

準
決
勝
戦
で
は
三
田
署
と
争
い
ま
し

た
が
２
―
２
の
本
数
同
じ
で
代
表
選
と

な
り
、
浅
井
優
輔
が
三
田
の
代
表
賀
喜

凌
介
を
メ
ン
で
降
し
、
決
勝
戦
に
臨
み

ま
し
た
。 

 

銀
メ
ダ
ル
確
定
と
は
い
え
、
３
年
連

続
の
準
優
勝
を
誇
る
我
が
チ
ー
ム
、
何

と
か
久
し
ぶ
り
に
優
勝
を
と
意
気
込
み

ま
し
た
が
、
相
手
、
若
竹
会
を
母
体
と

す
る
相
生
署
チ
ー
ム
に
４
―
０
で
完
敗

し
、
力
尽
き
ま
し
た
。 

 
 【

藤
田
監
督
談
】 

 

「
今
回
の
大
会
で
は
、
中
学
生
の
浅

井
・
岡
坂
が
勝
負
強
さ
を
発
揮
し
、
前

半
の
小
学
生
が
何
と
か
凌
い
で
中
学
生

に
つ
な
ぎ
、
最
後
を
決
め
る
と
い
う
、

小
・
中
の
連
携
が
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。

中
学
生
は
、
小
学
生
を
よ
く
面
倒
を
見

て
く
れ
、
そ
の
た
く
ま
し
さ
を
見
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
今
回
も
三
木
署
の
み

な
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
選
手

た
ち
は
、
大
い
に
頑
張
り
ま
し
た
が
残

念
で
し
た
」 

（
報
告 

藤
田
） 

常常
勝勝
三三
木木
署署
チチ
ーー
ムム
準準
優優
勝勝  

第
２５
回
兵
庫
県
警
察
少
年
柔
道
・
剣
道
大
会 
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青
野
原
駐
屯
地
主
催
に
よ
る
司
令
杯

少
年
剣
道
大
会
が
、
８
月
４
日
（
土
）

に
、
同
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
平
成
１９
年
か

ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
度
は
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
中
止
。
今
年
で

５
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。 

今
年
の
大
会
に
、
北
は
丹
波
市
か
ら

南
は
三
木
市
ま
で
の
六
市
一
町
（
三
木

市
、
小
野
市
、
加
西
市
、
篠
山
市
、
丹

波
市
、
加
東
市
、
多
可
町
）
の
１６
団

体
（
187
名
）
が
参
加
し
て
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。 

 

始
め
に
、
選
手
全
員
に
よ
る
合
同
稽

古
を
行
っ
た
。
中
本
先
生
（
別
所
）
の

指
揮
の
元
、
中
学
生
が
元
立
を
務
め
、

小
学
生
が
切
り
返
し
、
基
本
打
ち
、
懸

り
稽
古
を
行
い
、
最
後
に
は
中
学
生
同

士
の
稽
古
で
締
め
く
く
っ
た
。
第
三
回

大
会
で
は
、
中
学
生
が
軽
い
熱
中
症
に

か
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
軽
め

の
合
同
稽
古
と
し
た
。 

 

開
会
式
の
冒
頭
で
宮
本
一
佐
よ
り
、

「
暑
さ
に
負
け
ず
、
か
つ
、
勝
ち
に
こ

だ
わ
っ
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
選
手
た
ち
を
激
励
し
、
三
木
市
剣
道

連
盟
か
ら
は
来
賓
と
し
て
、
高
橋
洋
三

会
長
に
よ
る
お
祝
い
の
言
葉
、
選
手
宣

誓
は
緑
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
ク

ラ
ブ
の
藤
原
玄
君
が
選
手
と
し
て
の
決

意
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
衛
隊

員
に
対
し
て
日
ご
ろ
の
献
身
に
感
謝
す

る
旨
言
及
し
て
、
世
話
に
当
た
っ
て
い

る
隊
員
た
ち
を
感
激
さ
せ
た
。 

 

審
判
長
注
意
で
は
、
審
判
会
議
で
も

話
が
あ
っ
た
が
、
安
栖
敏
夫
審
判
長
よ

り
、
第
３
回
大
会
の
例
を
出
し
、
選
手

の
様
子
が
変
化
す
れ
ば
、
即
、
試
合
を

中
止
す
る
よ
う
安
全
に
は
十
分
注
意
す

る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
開
会

式
に
引
き
続
き
体
育
館
横
の
官
用
車
駐

車
場
に
て
、
同
駐
屯
地
の
装
備
品
で
あ

る
中
Ｓ
Ａ
Ｍ
の
訓
練
展
示
が
実
施
さ
れ

た
。
以
前
の
大
会
で
は
自
衛
隊
主
催
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
衛
隊
の
特

徴
が
出
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
、
自
衛

隊
の
大
会
と
し
て
の
特
徴
を
出
す
た
め
、

特
別
に
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
。
前
日

の
夜
遅
く
ま
で
準
備
・
テ
ス
ト
し
て
い

た
だ
い
た
結
果
、
選
手
、
父
兄
、
審
判

員
な
ど
、
皆
が
興
味
深
く
そ
れ
を
見
学

し
た
。 

大
会
は
８
部
門
に
分
か
れ
、
個
人
戦

形
式
で
行
わ
れ
た
。
審
判
長
の
「
試
合

開
始
」
の
号
令
の
元
一
斉
に
開
始
し
た
。

気
温
30
度
を
超
え
る
猛
暑
の
中
、
選

手
た
ち
は
元
気
一
杯
「
勝
ち
に
こ
だ
わ

り
」
最
後
ま
で
試
合
に
挑
み
、
一
人
の

脱
落
者
を
出
す
こ
と
も
な
く
無
事
終
了

し
た
。 

各
部
と
も
熱
戦
を
展
開
し
た
が
、
今

大
会
特
に
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、
中
学

生
男
子
の
部
の
試
合
だ
っ
た
。
エ
ン
ト

リ
ー
数
２４
名
、
吉
川
の
実
力
者
浅
井
、

橋
間
、
池
田
ら
を
含
む
中
学
校
剣
道
部

員
が
鎬
を
削
り
、
つ
い
に
優
勝
戦
、
片

や
社
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
橋
光
樹
、

対
す
る
は
志
染
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道

部
寺
尾
航
平
、
大
橋
の
動
に
寺
尾
の
静
、

互
い
に
譲
ら
ず
技
の
応
酬
あ
り
。
寺
尾
、

相
手
の
出
て
く
る
と
こ
ろ
を
コ
テ
に

切
っ
て
と
り
先
取
す
る
も
、
大
橋
す
か

さ
ず
コ
テ
に
返
し
、
互
角
の
戦
い
。
時

間
切
れ
寸
前
大
橋
自
信
の
コ
テ
に
応
じ

て
寺
尾
の
二
段
打
ち
が
決
ま
り
、
寺
尾

の
優
勝
．
勇
気
の
勝
利
だ
っ
た
。 

 

【
各
部
の
入
賞
者
】 

《
小
学
１
・
２
年
生
の
部
》 

①
倉
津
翔
雅
（
剣
修
会
）
②
東
隆
啓

（
中
央
）
③
照
井
葉
生
（
志
染
） 

《
小
学
３
年
生
の
部
》 

①
飯
田
日
向
（
柳
心
館
）
②
橘
川
友

一
（
柳
心
館
）
③
南
川
誠
士
郎
（
篠
山
） 

《
小
学
４
年
生
の
部
》 

 

①
橋
間
祐
仁
（
吉
川
）
②
森
本
裕
重

（
吉
川
）
③
中
本
紫
那
（
別
所
） 

《
小
学
５
年
生
の
部
》 

①
二
杉
晃
平
（
別
所
）
②
望
月
雄
登

（
柳
心
館)

③
藤
本
卓
弥
（
柳
心
館
） 

《
小
学
５
・
６
年
生
女
子
の
部
》 

①
安
平
り
ん
（
加
美
）
②
山
田
葵

（
柳
心
館
③
西
野
瞳
（
柳
心
館
） 

《
小
学
６
年
生
男
子
の
部
》 

①
岡
坂
蓮
（
吉
川
）
②
森
本
一
成

（
吉
川
）
③
藤
原
玄
（
緑
が
丘
） 

《
中
学
生
男
子
の
部
》 

①
寺
尾
航
平
②
大
橋
光
樹
（
社
）
③

加
藤
裕
介
（
北
条
） 

《
中
学
生
女
子
の
部
》 

①
岡
坂
和
奏
（
吉
川
）
②
三
藤
暢
子

（
吉
川
）
③
藤
本
沙
織
（
志
染
） 

 
 

 
 

 
 

（
報
告 

中
谷
） 

寺寺
尾尾
航航
平平  

勇勇
気気
のの
一一
撃撃
！！  

中
学
生
男
子
の
部
で
優
勝 

第
５
回
青
野
原
駐
屯
地
司
令
杯
少
年
剣
道
大
会 



 
 

5 

豪豪
快快
木木
村村
文文
教教
のの
諸諸
手手
突突
きき  

三
木
中
央
チ
ー
ム
３
回
戦
進
出 

―
第
４８
回
長
野
旗
争
奪
剣
道
優
勝
大
会
― 

 

去
る
７
月
２
日
（月
）、
９
日
（月
）の
両
日
、

午
後
７
時
３０
分
か
ら
、
市
民
体
育
館
で
、

市
内
各
少
年
剣
道
教
室
の
指
導
者
を
対

象
に
「剣
道
基
本
技
稽
古
法
講
習
会
」が

行
わ
れ
、
の
べ
２６
名
が
受
講
し
た
。 

本
講
習
会
は
、
基
本
技
稽
古
法
を
各
教

室
の
稽
古
内
容
に
生
か
し
て
ほ
し
い
、
そ
の

た
め
に
は
指
導
者
が
熟
達
す
る
必
要
が
あ

る
と
、
三
木
市
剣
道
連
盟
少
年
指
導
部
が

初
め
て
取
り
組
ん
だ
。 

講
師
を
務
め
た
の
は
、
小
椋
治
朗
教
士

七
段
で
、
基
本
技
稽
古
法
の
「指
導
の
ツ
ボ
」

を
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
、
参

加
者
は
熱
心
に
練
習
し
て
い
た
。

 

 

東
播
８
市
親
善
剣
道
大
会
を
目
前
に

し
た
、
８
月
５
日
（
日
）
、
兵
庫
県
立

武
道
館
を
会
場
に
、
「
第
４８
回
長
野

旗
争
奪
剣
道
優
勝
大
会
」
が
行
わ
れ
、

我
が
三
木
市
か
ら
は
一
般
の
部
に
「
三

木
」
、
「
三
木
中
央
」
の
２
チ
ー
ム
が

昨
年
に
引
き
続
き
参
加
し
た
。 

 

「
三
木
」
チ
ー
ム
は
、
松
本
克
基
を

主
将
と
し
て
、
先
鋒
に
若
手
の
山
口
直

樹
を
起
用
す
る
な
ど
若
手
３
人
を
前
に

揃
え
、
副
将
小
林
隆
仁
、
大
将
松
本
克

基
と
手
堅
い
布
陣
。
一
方
「
三
木
中
央
」

は
ベ
テ
ラ
ン
木
下
穂
玄
を
大
将
に
据
え

木
村
一
徳
・
文
教
の
兄
弟
が
同
じ
チ
ー

ム
で
戦
っ
た
。 

 
 

「
三
木
」
チ
ー
ム
は
、
緒
戦
「
新
日

鉄
広
畑
」
と
対
戦
。
３
―
０
で
降
し
２

回
戦
へ
。
こ
の
試
合
で
は
先
鋒
の
山
口

が
、
上
背
の
あ
る
相
手
に
対
し
て
臆
す

る
こ
と
な
く
、
若
武
者
ら
し
い
の
び
の

び
と
し
た
剣
道
で
メ
ン
を
先
取
し
弾
み

を
つ
け
た
。
中
堅
西
本
が
コ
テ
で
先
取

し
な
が
ら
メ
ン
を
奪
わ
れ
、
相
手
が
勢

い
に
乗
っ
て
小
手
に
出
る
と
こ
ろ
を
コ

テ
・
メ
ン
の
二
段
打
ち
で
勝
利
し
た
。 

 

 

 

次
鋒
渡
邊
慎
平
の
相
手
は
、
珍
し
い

逆
二
刀
を
使
い
、
や
り
に
く
い
相
手

だ
っ
た
が
よ
く
凌
い
だ
。 

 

「
三
木
」
チ
ー
ム
二
回
戦
の
相
手
は

「
赤
穂
市
剣
道
連
盟
」
、
２
―
０
で
敗

れ
た
。 

 

「
三
木
中
央
」
チ
ー
ム
は
、
緒
戦

「
福
良
剣
友
会
」
を
５
―
０
で
降
し
、

二
回
戦
も
「
印
南
剣
道
場
」
を
４
―
１

で
斥
け
る
な
ど
健
闘
し
た
が
、
三
回
戦

の
相
手
は
、
全
国
刑
務
所
大
会
で
優
勝

 

し
た
と
か
噂
さ
れ
る
「
加
古
川
刑
務
所
」

チ
ー
ム
。
先
鋒
粟
田
良
之
助
こ
そ
引
き

分
け
た
も
の
の
、
後
の
四
人
は
い
ず
れ

も
二
本
負
け
を
喫
し
、
４
―
０
で
完
敗

し
た
。
唯
一
の
一
本
は
副
将
木
村
文
教

の
豪
快
な
諸
手
突
き
、
会
場
が
ど
よ
め

い
た
。 

 

剣
道
基
本
技
稽
古
法 

講
習
会
開
催
さ
れ
る 

植田選手（二刀流）と闘う渡邊選手（左） 

 

今まさに突かんとする木村選手（右） 

真剣に受講する指導者たち 


